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研究成果の概要 

 

N 置換 NO カルボン酸の最もシンプルな化合物である N-メチル-グリシン型 NO カルボン酸をモ

ノマーとしたNOペプトイドの合成として二つの手法を並行して検討を進めた。一つは、縮合剤を用

いた直接的な重合である。まず、二量体合成の収率を指標にさまざまな縮合剤、溶媒等の反応条

件を検討したところ、90％を超える収率で生成物が得られる条件を突き止めた。本条件をカルボキ

シ基とアミノ基の双方が無保護となったモノマーに適用すると、多量体の形成が確認された。これ

を基本としてさらに条件を精査する。二つ目の手法は、環状酸無水物（NCA）を経由したものであり、

分子量分布を制御したポリマー合成を目的とする。NCA の安定性が低いため、反応系中に直接

重合開始剤を添加したところ、こちらも多量体の形成が確認された。重合度や分布について今後

調査を進める。 

独自のモノマー合成法であるホウ素触媒によるカルボン酸の直接的α位アミノオキシ化反応に

ついて、不斉反応へと展開すべくさまざまな不斉配位子を検討した。BINOL型配位子とアミノ酸型

配位子を検討し、最高 18％ee にて生成物が得られる配位子を見出した。また、カルボン酸の高付

加価値化を行える類縁反応として、ホウ素触媒によるカルボン酸のβ位アリル化反応を開発した。

二種の配位子を混合する独特の触媒系であり、カルボン酸の高付加価値化反応を拡張することが

できる。 
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